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Sulfamethoxazole-trimethoprim合 剤(以 下ST合

剤 と略)はsulfamethoxazole(以 下SMXと 略)とtri-

methoprim(以 下TMPと 略)の 合剤であ り内服投与の

錠剤である。

SMX5 : TMP1の 割合で混合されており,そ の作用

機序はSMXとTMPが 細菌の核酸生合成過程の葉酸形

成を同一経路でしかも相隣る2ヵ 所を阻害することにあ

るとされているQSMX, TMPと もに経 口投与で吸収率

高く血中濃度の推移を近似している。

すでに欧州においては本剤の尿路感染症に対する有用

性が報告されているが1～8),本 邦においてはまだその詳

細な報告は行なわれていない。今回われわれは,各 種尿

路感染症に対する本剤の治療効果ならびに副作用を検討

したのでその結果を報告する。

対 象 と 方 法

外来,入 院患者を問わず尿路感染症を確実に有してい

る症例を対象とした。年令,性 には特に制限を加えてい

ない。原則として1日4錠,朝 夕2回 分服を行なつた。

自覚症状としては頻尿,排 尿痛,発 熱などの推移,尿 所

見としては尿中白血球数の推移,尿 中細菌は培養同定を

行ないその推移を観察した。なおSMX, TMPのMIC

測定,併 用効果をみるためにbox法,FIC indexの 算

出も可能な限 り施行した。

感受性検査にはMUELLER-HINTON agar(栄 研)お

よび感性ディスク用培地(ニ ッサン)に7.5%溶 血性馬

血液を加えたもの(pH7.4)を 培地となし画線塗抹法を

行なつた。

成 績

1) 症例

75症 例 に投与 したが,投 薬途中で来院 しなくなつたか

投薬を中止 した3例 は検索より除外することにしたので

表1に 示すように対象例は72例 とな り女性48例,男 性

24例 であつた。

年令は14才 より83才 までかなり広範囲にわたつて投

与されてお り,投 与回数は大半が5日 であつたが中には

45日 間投与 されたものもあつた。

2) 効果判定基準

従来より九大泌尿器科で行なつてきた効果判定法を用

いた。すなわち自覚症状,尿 所見,尿 中細菌のすべてが

正常化したものを著効,い ずれか1つ 以上の項目が改善

あるいは消失したものを有効,す べて無変化あるいは悪
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化 したものを無効 と判定 した。

3) 臨床 効果

表2に 示すように著効45例(62.5%)有 効15例(20. 8

%),無 効12例(16. 7%)で 総有効率は83.3%で あつた。

疾患別に判定すると単純性尿路感染症48例 では 著効

38例(79 . 1%),有 効8例(16.7%)s'無 効2例(4. 2%),

総有効率95.8YSで あ り,複 雑性尿路感染症24例 では著

効7例(29.2%),有 効7例(29.2%),無 効10例(41.5

%),総 有効率5&5%で あつた。

4) 起炎菌別効果

Escherichia coli 43株, StaPhylococcus 6株, KlebSi-

ella, Citrobacterと もに5株, Pseudo monas, Proteus

ともに4株,グ ラム陰性桿菌3株, Enterocorctis 2株,

Stroptococcus, Bacterium antratum, Enterobacter

ともに1株,菌 種不明1株 が治療前に尿中より分離され

たが本剤の投与により表3に 示すような推移が確認され

た。76株 中消失したものは57株(75. 0%)存 続 したも

のは16株(21.0%)菌 交 代現象を 発現 したものは2株

(2.7%),推 移不明が1株(1.3%)で あつた。

5) 感受性検査

SMXお よびTMPそ れぞれ単独のMICと,横 軸に

TMP,縦 軸にSMXを とつたBox法 に よる抗菌作用の

併用効果をみると同時にFIC indexを 可能な限 り算出

した。その成績は表1に 示している。

6) 副作 用

表1に 示 しているとお り3例 に認めたが,脱 落症例の

中にも1例 認めているので発現率は4/75(5. 3%)と な る。

脱落症例のものは食欲不振であつたので食欲不振2例,

腹痛1例,全 身痿痒感1例 であつた。

考 察

基礎的データーおよび欧州における臨床報告 より考え

て本剤が尿路感染症に有効であろうとは予測されていた

が,わ れわれの成績 も総有効率83.3%と か な りの高率

を示 している。単純性尿路感染症に有効症例が多いのは

当然であるが,95. 8%の 総有効率は極めて よい成績で

ある。複雑性尿路感染症に 対 しても5&5%の 総有効率

であ り著効も29.2%に 認められたのは 留意してよい成

績である。

菌種別に検討した結果は表3の とお り混合感染があつ

たので72例 の76株 が追求できたがその大半がグラム陰性

桿菌であった。総括すると本剤投与で菌が消失 したもの

が57/76(75.0%),存 続が16/76(21.0%)で あつた。も

つ とも多 く分離されたのはEscherichia coliの43株 で

あつたが本剤投与により消失 したものが35株(81.4%),

存続 したものが6株(13.9%),推 移不明1株,Pseudo-

monasに 菌交代をなしたものが1株 であつた。 Pseudo-

monasは4株 中1株 しか消失せず,3株 は存続 してい

た。Klebsiellaも5株 中2株 が存続 していたが, Proteus

は4株 すべてが 消失 して いた。Enterobacter 1株 は

Klebsie〃aに 菌交代をなしていた。

今回の成績に他の症例 より分離 された 菌種も加 え

SMXとTMPのMICを 検討したが(表4), in vitro

においてもPseudomonasは 耐性であ り,他 の菌種もほ

ぼ菌の推移に一致する成績を示 していた。

表2 疾患別臨床効果 表3 起炎菌の推移
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本剤はサルファ剤を含む合剤であるので培地には先述

のような溶血性馬血液を加えるなどその感受性検査は充

分の考慮を払つて施行 した。SMXとTMPお のおのの

MICを 測定すると同時にSMXとTMP の combination

のMICをBox法 で測定 し, FIC indexを 求めin vitro

における併用効果を検討 しているが,表1に 示すとお り,

in vitroに おける併用効果は大半の症例に認められてい

た。

最後に副作用であるが,脱 落症例も含め4/75(5.3%)

に認 められた。 しか し,食 欲不振を訴えたため投与を中

止 した1例 を除き,他 の3例 は投与を中止するにはいた

らなかつた。1例 全身〓痒感を訴えたがこれも投与終了

により特別の治療なく消失 している｡

総 括

1) 九大泌尿器科を中心とする10病 院泌尿器科 に お い

て各種尿路感染症患者75例 にST合 剤 を投与 した。

2) 脱落3症 例を除 く72例(女 性48例,男 性24例)の

臨床効果は著効45例(62.5%),有 効15例(20. 8%),

無効12例(16.7%)で あ り総有効率は83.3%で あつた｡

3) 単純性尿路感染症は48例 であ り,総 有効率は95.8

%,複 雑性尿路感染症は24例 であ り,総 有効率は5&5

%で あつた。

4) 感染菌は大半が グラム陰性桿菌であ り,菌 種別にそ

の推移をみたがEscherichia coliを 始 め多 くの菌は消失

していたが,Pseudomonas, Klebsiellaに は存続例が

かなり認められた。

5) 感受性については,SMX,TMPお のおののMIC

とSMXとTMPのcombination の MICをBox法

に より測定 しFIC indexを 検討 したが,多 くの例に併

用効果を認めた。

6) 副作用は,脱 落症例も加え4/75(5.3%)に 認 めら

れたが1例 の全身〓痒感を除き他はすべて胃腸障害であ

つた。

7) 以上 より,経 口投与でよいことも考えあ わ せ る と

ST合 剤は尿路感染症には使い易 く有用な薬剤と考える。
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In order to test the value in the treatment of urinary tract infection, 72 patients with infections of 

varying severity and due to a wide range of organisms were treated with SMX-TMP combination 

product. 
SMX-TMP combiation product was administered orally 2 tablets two times daily. 

Satisfactory results were obtained in 95. 8% of 48 non-specific urinary tract infection cases, whereas 

58.5% of 24 complicated cases. In total, satisfactory results were 83. 8%. No side effect was obtained 
except 4 cases. 

It is evaluated that SMX-TMP combination product is a useful antibacterial agent for the urinary 

tract infection.


